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第1章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

1. 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求めるため、

環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）を作成した旨及びその他環境省令で定める事

項を公告し、方法書及びこれを要約した書類（以下「要約書」という。）を公告の日から起算

して約 1月間の縦覧に供するとともに、インターネットの利用により公表した。 

 

(1) 公告の日 

令和 5 年 12 月 1日（金） 

 

(2) 公告の方法 

① 日刊新聞による公告 

令和 5 年 12 月 1日（金）付けの以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。（別紙1参照） 

・読売新聞（朝刊 21面） 

・朝日新聞（朝刊 19面） 

・毎日新聞（朝刊 17面） 

・日本経済新聞（朝刊 39 面） 

・新潟日報（朝刊 25面） 

 

② 当社ウェブサイトへの掲載（別紙2参照） 

・当社ウェブサイト（令和 5 年 12 月 1日（金）より） 

 

(3) 縦覧場所 

自治体庁舎 4箇所及び当社事務所 1箇所の計 5箇所にて縦覧を行った。 

また、インターネットの利用により、当社ウェブサイト（https://www.erex.co.jp）に公表し

た（別紙 2参照）。 

 

① 縦覧場所 

自治体等 縦覧場所 所在地 

新 潟 県 
新発田地域振興局 企画振興部内 県民
サービスセンター 

新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号 

新 潟 市 

市役所 本館 2 階 環境対策課 新潟市中央区学校町通 1 番町 602 番地 1 

北区役所 1 階 区民生活課 4 番窓口 新潟市北区東栄町 1 丁目 1 番 14 号 

聖 籠 町 町役場 1 階 供覧場所 北蒲原郡聖籠町大字諏訪山 1635 番地 4 

当  社 イーレックス株式会社 受付前 
東京都中央区京橋 2 丁目 2 番 1 号 

京橋エドグラン 14 階 

 

② インターネットの利用による公表 

当社ウェブサイト（https://www.erex.co.jp）において方法書及び要約書を公表した（別紙

3 参照）。 
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また、新潟県、新潟市のウェブサイトと当社ウェブサイトをリンクすることにより、自

治体のウェブサイトから方法書及び要約書を参照可能とした（別紙 4参照）。 

 

(4) 縦覧期間及び縦覧時間 

① 自治体庁舎 

令和 5 年 12 月 1日（金）～令和 6 年 1 月 5日（金） 

（土曜日、日曜日、12 月 29 日～1 月 3日を除く開庁時間） 

 

② 当社事務所 

令和 5 年 12 月 1日（金）から令和 6 年 1 月 5日（金）（土曜日、日曜日、12 月 29 日～

1 月 3 日を除く）9:00～17:30 までとした。 

 

③ インターネットの利用による公表 

令和 5 年 12 月 1 日（金）から令和 6 年 1 月 19 日（金）までとし、その期間中は常時ア

クセス可能な状態とした。 

 

(5) 縦覧者数 

① 縦覧確認表記載者数： 

4 名 

（内訳） 

新潟市役所本館 2階環境対策課                   1名 

新潟市北区役所 1階区民生活課四番窓口              1名 

聖籠町役場 1階供覧場所                     1名 

新発田地域振興局企画振興部内県民サービスセンター           0名 

イーレックス株式会社事務所                   1名 

② 方法書及び要約書を公表した当社ウェブサイトへのアクセス数： 

2,591 回 
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2. 環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7条の 2 の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための説明会

を開催した。 

説明会の開催の公告は、方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

 

開催日時 開催場所 来場者数 

令和 5 年 12 月 18 日（月） 

18 時 00 分から 19 時 10 分まで 

新潟市北区文化会館 

（新潟市北区東栄町 1 丁目 1 番 5 号） 
23 名 

令和 5 年 12 月 24 日（日） 

15 時 00 分から 16 時 15 分まで 

聖龍町公民館小ホール 

（北蒲原郡聖龍町大字諏訪山 380 番地） 
10 名 

 

3. 環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8条の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する者の意見

書の提出を受け付けた。 

 

(1) 意見書の提出期間 

意見書箱への投函は、令和 6 年 1 月 5 日（金）までとし、郵送受付は令和 6 年 1 月 19 日

（金）当日消印有効とした。 

 

(2) 意見書の提出方法（別紙 5参照） 

① 当社への郵送 

② 縦覧場所に備え付けの意見箱への投函 

  

(3) 意見書の提出状況 

提出された意見書の総数は 1 通（意見の総数：9件）であった。 
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日刊新聞紙に掲載した公告内容 

○令和 5 年 12 月 1日（金）掲載 

・読売新聞（朝刊 21面） 

・朝日新聞（朝刊 19面） 

・毎日新聞（朝刊 17面） 

・日本経済新聞（朝刊 39 面） 

・新潟日報（朝刊 25面） 

 

  

別紙 1 

【紙面掲載サイズ21.0cm×2段】 
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当社ウェブサイトに掲載したお知らせの内容 

 

○令和 5 年 12 月 1日より掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙 2 
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当社ウェブサイトでの方法書等の公表 

 

 

  

別紙 3 
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自治体のウェブサイト（1） 

 

○新潟県ウェブサイト 

  

別紙 4 
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自治体のウェブサイト（2） 

 

○新潟市ウェブサイト 
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意見書の様式 

 

  

別紙 5 
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第4章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要

とこれに対する事業者の見解 

「環境影響評価法」第 8条第 1 項の規定に基づいて、当社に対して意見書の提出により述べられ

た環境の保全の見地からの意見は 7件であった。また、環境の保全の見地以外からの意見が 2件で

あった。 

「環境影響評価法」第 9条及び「電気事業法」第 46 条の 6 第 1項の規定に基づく、方法書につい

ての意見の概要並びにこれに対する事業者の見解は、次のとおりである。 

なお、提出された意見については、原文どおり記載した。 
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環境影響評価方法書について述べられた意見の概要と当社の見解 

1.事業計画 

No. 一般の意見 事業者の見解 

1 病害虫について 

ベトナムでのソルガムペレット製造時の病害虫

処理はどのようにやっているのか。 

植物検疫を受けると思うが、どのよう手順で行わ

れるのか。 

発電所から病害虫を持ち出さないように対策を

どのように取るのか。 

ペレット保管庫から強風でペレットが飛散しな

いようにどのような対策を取計画か。（東港では強

風で灯台が吹っ飛んだことがある） 

本計画の燃料は木質チップのような生材では無

く、海外で熱加工されたペレット材を輸入し使用し

ます。ペレット材の製造時に高温乾燥(100℃以上)を

行いますのでペレットに病害虫が付着することは

想定しておりません。 

日本への輸入時には輸入検疫を受け合格したも

のを輸入する予定です。今後必要な時期に関係部署

と協議していきます。 

バイオマス燃料は岸壁からボイラへの投入まで、

発電所内の閉鎖設備内で搬送、貯蔵、消費されます

ので、発電所外へ搬出することはありません。また、

試験、分析等で少量の燃料を発電所外へ搬出する場

合も、十分な管理の上搬出します。 

バイオマス燃料の搬送、貯蔵設備は、飛散防止を

考慮した密閉構造とし、地域の風荷重の基準に沿っ

た設計とします。 

2 ソルガムの粉末によるアレルギー 

大量のソルガムペレットを使うので、微粉末が飛

散してアレルギーを誘発する可能性があるが、どの

ように対策を取るのか。 

飛散しているかどうか定期的に観測を周辺 10 か

所以上で運転前から実して公表してほしい。 

バイオマス燃料は粉塵発生の少ないニューマ

ティックタイプ（吸引式）のアンローダーで荷揚げ

し、密閉式のベルトコンベヤで燃料倉庫まで、また、

燃料倉庫からボイラまで搬送します。搬送途中で、

粉じんの発生が想定される箇所には集じん機を設

置し、粉じん抑制対策を実施します。 

3 粉麈爆発について 

植物性のペレットで粉塵爆発が発生した事例が

国内であるが、防爆対策をどのように考えている

か。 

予定地周辺に重要な事業所が多いので、発生した

場合は影響が大きいので安全性を十分に確保して

ほしい。 

また、検疫が実施前のペレットが爆発で吹き飛ぶ

ようなことのないように対策をとってほしい。 

事故等の可能性も踏まえながら、所轄消防署とも

事前に相談し、適切な防爆対策を計画していきま

す。岸壁荷揚げ後の密閉式の搬送ルート、貯蔵倉庫

には、粉じんが溜まらないように集じん機を必要な

場所に設置する計画です。また、火災への早期検知・

予兆検知に備え、燃料搬送ルートならびに貯蔵時の

燃料の温度監視を実施します。 

4 東北電力東港火力との工期の重複 

イーレックスの建設予定地の隣で東北電力も更

新工事をほとんど同じ時期に計画しているが渋滞

の発生などを検討しているか。 

他社の工事についての把握は困難ですが、本プロ

ジェクトの工事では、大物機器を海上輸送で搬入す

る計画であり、その他陸上輸送も集中しないように

配分していく方針です。工事車両については、この

次の段階の環境影響評価準備書にて環境への影響

を予測、評価します。 
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No. 一般の意見 事業者の見解 

5 運転開始後の道路利用 

運転開始後に資材、消耗品運搬がどの程度あるの

か。 

年間消費量、年間発生量、運搬する車両の形式 

消石灰、アンモニア、焼却灰ごとにお願いしたい。 

焼却灰は飛散しないように搬出運搬を徹底して

ほしい。 

（開放型の荷台に積まない） 

運転開始後の資材、消耗品の発生量、貯蔵量、搬

出量は焼却灰も含め、環境影響評価準備書段階で検

討・評価します。 

焼却灰は密閉されたタンク、倉庫に貯蔵し、乾灰

の運搬には密閉されたジェットパック車を使用し

ます。湿灰については飛散しない形で運搬する計画

ですが、今後具体的に検討していきます。 

6 公害防止設備 

脱硫、脱硝装置その他の公害防止設備は複数台設

置されるのか。 

脱硝装置、集じん装置、脱硫装置等があり、装置

は基本的に各一式の計画です。ただし、集じん装置

についてはバグフィルターを用いて複数系列配置

とし、一部故障時には負荷を制限しつつ片系列運転

にて、故障等に対応する方針です。詳細については、

今後検討していきます。 

7 ペレット生産国での公害等 

大量のソルガムペレットを生産するために、生産

国で作物の大幅な転換が行われて農地を荒廃させ

ることにならないか。 

無計画、無秩序な耕作地拡大が行われることはな

いか。 

森林の伐採でも同様 

ソルガムは他作物が育たないような荒廃地を中

心に栽培していき、大幅な作物転換が生じないよう

にする予定です。 
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2.環境の保全の見地以外からの意見 

No. 一般の意見 事業者の見解 

1 地震対策 

津波で被害を受けることはないのか 

長周期地震動で、煙突の倒壊をないように設計す

るか 

関連法規等により現状で想定される最大津波高

さを確認し、発電所敷地高さを最大津波高さより高

くすること等により、津波による被害を受けないよ

う検討します。 

今回設置計画の煙突は大臣認定の対象となりま

すので、法令、技術基準を満たした耐震設計（長周

期地震動を含む）を実施します。 

2 単位がバラバラ 

P10 でトンとｔのように表記がバラバラ 

P10 で kcal/㎏は kJ/㎏にする必要がある。 

ばい煙と排水で単位の表記が違う、同じこと表し

ているが ppm で統一した方が分かりやすい。 

P28 金額の単位がバラバラ、億円、万円、百万

円、が混在している。 

探したデータをタダ並べるだけではなく分かり

やすいようにできないか。 

今後の環境影響評価図書において、ご指摘頂いた

単位系の統一を図るようにします。ただし、排水の

mg/L という単位は排水基準等に使用されているよ

うに、このままとさせて頂くものもございます。 

また、社会的状況の金額の単位などは、表の見や

すさなどに配慮して、今後の環境影響評価図書にお

いて、可能な範囲で揃えていきます。 

  

 
  


